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1． INR-1208P、INR-1216P

1-1 本体前面

INR-1216P

INR-1208P

右下拡大

(1) REC

録画中は青点灯。

(2) NET

カメラや PC に接続時は青点灯。

(3) PWR

電源が ON 時に青点灯。

(4) USB 端子

USB メモリーや USB マウス接続用。
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1-2 本体背面

INR-1216P

INR-1216P

拡大

(1) 電源スイッチ

[－]側に倒すと ON。

(2) 電源入力

付属の AC アダプターより DC48V～DC54V を接続。

(3) PoE 端子

INR-1216P は 16 ポート、INR-1208P は 8ポート。

IEEE802.3af

(4) LAN 端子

PC や他のネットワークに接続。

(5) VGA 端子

HDMI 端子と同じ映像を出力。

(6) HDMI 端子

1024x768、1280x1024、1920x1080、3840x2160 の設定可能。

3840x2160(4K)は対応していないモニターがあるので、注意。

(7) USB 端子

USB メモリーや USB マウス接続用。

(8) 音声出力端子

ライブの音声、再生映像の音声を出力。RCA 端子。

(9) 音声入力端子

RCA 端子。サポート外。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)
(6)

(7)

(8)

(9)
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1-3 パスワード・ユーザー名の初期設定値

メニューを表示させるためにはパスワードが必要。

初期設定値は以下。

ユーザー名： admin

パスワード： admin123

クループ：管理者、ローカル、ネットワーク

ログインの手順は以下。

(1) ログインする。

メニューバーは画面下に表示される。

全画面表示の場合は常時は表示されないが、カーソルを画面下に移動すると表示される。

ログイン前は左端のスタートボタン以外は無効となっている。

メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。

(2) ログイン画面が表示される。

パスワード表示にチェックを入れると、入力ミスを気付き易い。

パスワード入力欄をクリックすると下に仮想キボードが表示される。

  

(3) 仮想キーボードでパスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

仮想キーボードが消える。

(4) ログイン画面の[ログイン]をクリックする。

スタート

Enter
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1-4 ログインモードの変更

ログインモードにはパスワードとパターンロックの 2 種類ある。

ログイン画面は前回ログインしたときのログインモードで表示される。

(1) パスワード

パスワードを入力してログインする。

[ログインモード変更]をクリックすると、パターンロックに切り替わる。

(2) パターンロック

予め登録したパターンをドラッグしてログインする。

[ログインモード変更]をクリックすると、パスワードに切り替わる。
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1-5 パターンロックを無効にする

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) スタートボタンをクリックし[設定]を選択する。

(4) 設定メニューのユーザー編集をクリックする。

スタート

Enter
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(5) ユーザー編集画面が表示される。

(6) 編集をクリックすると、下にボタンが表示される。

(7) パターンロック修正をクリックする。

(8) パターンロック修正画面が表示される。

(9) パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

(10) パターンロック有効のチェックを外す。

(11) OK をクリックする。

(12) 画面が閉じて完了。



7

1-6 パスワード変更

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) スタートボタンをクリックし[設定]を選択する。

(4) 設定メニューのユーザー編集をクリックする。

Enter

スタート
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(5) ユーザー編集画面が表示される。

(6) 編集をクリックすると、下にボタンが表示される。

(7) パスワード変更をクリックする。

(8) パスワード変更画面が表示される。

(9) [パスワード表示]にチェックを入れる。

(10) 現在のパスワードを入力する。

(11) 新パスワード、パスワード確認に新しいパスワードを入力する。

新パスワードは英字、数字混在で、8 文字以上であること。

(12) OK をクリックする。

(13) パスワードが変更され、設定画面が閉じて、ログアウトする。

(14) 次回ログインする場合は、新しいパスワードでなければログインできない。



9

1-7 電源を切る

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) スタートボタンをクリックし終了を選択する。

(4) 終了の確認画面が表示される。

終了を選択し OK をクリックする。

スタート

Enter
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(5) 管理者権限認証画面が表示される。

ユーザー名、パスワードを入力し、OK をクリックする。

(6) 終了していますのメセージが表示される。

(7) 安全に電源を切って下さいのメセージが表示される。

この状態でシステムは終了してる。メイン電源は入ったまま。

(8) 停電前のシャットダウンであれば、この状態で良い。

停電から復旧したら、なにもせずに電源が復旧する。

(9) 完全に電源を切る場合は、本体背面のメイン電源スイッチを切る。

[－]マークの逆側に倒せば切れる。

(10) メイン電源スイッチを切った後の起動は、メイン電源スイッチを入れる。

[－]マーク側に倒せば入る。
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1-8 再起動する

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) スタートボタンをクリックし終了を選択する。

(4) 終了の確認画面が表示される。

再起動を選択し OK をクリックする。

スタート

Enter
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(5) 管理者権限認証画面が表示される。

ユーザー名、パスワードを入力し、OK をクリックする。

(6) 終了していますのメセージが表示される。

(7) ブザーが鳴って、映像が消える。

Ikegami ロゴが表示される。

(8) 起動が始まる。

起動するまで、3 分程掛かる。
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1-9 ライブ映像画面

(1) ライブ映像画面の全容

(2) 各カメラの映像

①：カメラ操作メニュー カメラ映像画面を右クリックすると表示される。

②：カメラの状態を表すアイコン

③：日時表示

④：カメラ番号

⑤：カメラツールバー カメラ映像画面をクリックすると、映像の下または上に表示される。

④
③

②①

⑤



14

1-10 ライブ映像に表示されるアイコン

各カメラの映像右上にアイコンが表示される。

(1) カメラに接続されている場合に表示される。

(2) 通常録画で映像が録画されている場合に青色で表示される

(3) 動体検知で映像が録画されている場合に黄色で表示される。

(4) 動体検知した場合に表示される。

(5) 音声が ON の場合に表示される。
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1-11 カメラツールバー

ライブ画面のカメラ映像画面をクリックすると、映像の下または上にカメラツールバーが表示

される。

(1) ここを掴んでバーを移動する

(2) 手動録画開始 録画中でクリックすると録画停止

(3) 即時再生

クリックすると、カメラツールバーが以下のように変わる。

現在の時刻の 5秒前の映像を再生を開始する。

(4) 音声 ON 音声 OFF

(5) 静止画撮影

(6) PTZ 制御
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(7) ズームイン

(8) 画像調整

(9) 会話開始 無効

(10) 検出対応 無効



17

1-12 メニューバーの説明

メニューバーは画面下に表示される。

全画面表示の場合は常時は表示されないが、カーソルを画面下に移動すると表示される。

ｱｲｺﾝ 名称 説明

スタート
スマート検知、検索とバックアップ、再生、設定、ログイン、終了

を開く

全画面表示 映像を全画面表示 全画面から戻る

分割画面 1 分割 4 分割 9 分割 16 分割

多分割画面 6 分割 8 分割 13 分割

自動切換え 5 秒、10 秒、15 秒、20秒、30 秒、40 秒、1分

OSD オフ カメラ番号表示をオン、オフ

再生画面 再生画面を表示

クイック

再生
5 秒前、10 秒前、30 秒前、1 分前、5 分前、

手動録画 手動録画 ON/OFF

手動

アラーム
アラーム出力を手動で ON またはクリア

録画

ステータス
各チャンネルの録画状態を表示

アラーム

ステータス
アラーム状態を表示

放送有効 サポート対象外、機能は無効

HDD

ステータス
HDD の状態を表示

ﾈｯﾄﾜｰｸ

ｽﾃｰﾀｽ
ネットワーク情報を表示

システム

メッセージ
デバイスの基本情報、チャンネルの状態を表示

ｸﾗｳﾄﾞ

ｱｯﾌﾟｸﾞﾚｰﾄﾞ
サポート対象外、機能は無効
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1-13 音声を聞く

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) ライブ映像画面で、音声を聞きたいカメラの映像をクリックする。

映像の下または上にカメラツールバーが表示される。

スタート

Enter
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(4) スピーカーアイコンをクリックし、音声を ON にする。

他のカメラの音声を ON にすると、前のカメラの音声は OFF なる。

音声が ON のカメラ映像右上にはスピーカーアイコンが表示される。

(5) 画面を右クリックすると、カメラツールバーが消え、カメラ操作メニューが表示される。

もう一回右クリックすると、カメラ操作メニューが消える。
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1-14 PTZ 制御

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) ライブ映像画面で、PTZ 制御を行うカメラの映像をクリックする。

映像の下または上にカメラツールバーが表示される。

スタート

Enter
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(4) PTZ アイコンをクリックする。

(5) PTZ 制御画面が表示される。

三角ボタンをクリックすると、三角の方向にカメラの向きが動く。

ズーム[＋]ボタンでズームアップ、ズーム[－]ボタンでズームダウンする。

焦点、絞り、速度の制御は無効。

(6) [×]をクリックし、PTZ 制御画面を閉じる。
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1-15 録画映像の再生

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) メニューバーの再生をクリックする。

(4) 再生画面が表示される。

再生

時刻

日付

録画タイムバー
上：カメラ番号
左：時刻
青バー：録画されている範囲

時刻表示の調整
＋：拡大、－：縮小
12：12 時間表記、24：24 時間表記

再生操作ボタン

スタート

Enter
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(5) 再生する日付を選択する。

[日付]をクリックする。カレンダーが表示される。

カレンダーで日付をクリックする。

[OK]をクリックする。

(6) 再生開始時刻を選択する。

[時刻]をクリックする。時刻画面が表示される。

時刻設定が完了したら、[OK]をクリックする。

(7) 再生を終了する。

画面右下の[×次]をクリックする。

ライブ映像画面に戻る。

0

数字にカーソルを当て、

ホイールを上に回すと

数値が増え、

ホイールを下に回すと

数値が減る。

上下にある数字をクリック

でも設定可能。
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(8) 再生操作ボタンの説明

全画面表示 メニューバーや操作バーを消し、映像を全画面表示

全画面から

戻る
全画面表示から元の画面に戻る

OSD オフ カメラ番号表示をオン、オフ

分割画面 分割表示切替 １分割 4 分割 9 分割 16 分割

カメラ 再生するカメラを選択する画面が表示される

停止 再生を停止

逆再生 逆再生

一時停止 一時停止

減速 再生速度を減速 ×1/2、1/4、1/8、1/16、1/32

加速 再生速度を加速 ×2、4、8、16、32

通常速度 再生速度を×１倍に戻す

前フレーム 前フレームを表示 １分割表示で一時停止時に有効

次フレーム 次フレームを表示 １分割表示で一時停止時に有効

30 秒前

30 秒後
30 秒前に戻る、30秒後に進む

再生速度 現在の再生速度を表示

次 再生画面を閉じ、ライブ画面に戻る
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1-16 録画映像のバックアップ手順 1

(1) ログインする。

メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) スタートメニューの検索とバックアップを選択する。

スタート

Enter
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(4) 検索とバックアップの画面が開く。

日時検索をクリックする。

(5) 日時検索画面が開く。

カメラ画像の欄で左上の枠内の＋をクリックする。
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(6) カメラ追加画面が表示される。

各カメラの映像のサムネイルが表示される。

バックアップするカメラにチェックを入れ、追加ボタンをクリックする。

(7) 選択されたカメラの映像のサムネイルと、録画されている期間のタイムバーが表示される。

サムネイル

タイムバー

サムネイル
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(8) カレンダーでバックアップする日付をクリックし選択する。

その日に録画されている期間のタイムバーが表示される

タイムバーの枠内にカーソルを置くと、時刻表示の調整ツールが表示され、

時刻表示の＋拡大、－縮小、12 時間表記、24 時間表記が可能。

(9) カメラ映像のサムネイルをクリックすると、映像の再生を確認できる。

(10) バックアップの時間設定ボタンをクリックする。

(11) バックアップ時間設定画面が表示される。

開始時間の時計アイコンをクリックする。

(12) 日時設定画面で、バックアップの開始日時を設定し、OK をクリックする。

0

数字にカーソルを当て、

ホイールを上に回すと

数値が増え、

ホイールを下に回すと

数値が減る。

上下にある数字をクリック

でも設定可能。

カレンダー

タイムバー

時刻表示の調整

再生映像
サムネイル
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(13) 終了時間の時計アイコンをクリックする。

(14) 日時設定画面で、バックアップの終了日時を設定し、OK をクリックする。

(15) タイムバーにバックアップ開始から終了までの幅のバーが表示される。

(16) 左下のバックアップ情報欄に、開始時間、終了時間、期間、データ容量が表示される。

(17) 情報を確認し、[バックアップ]をクリックする。

(18) バックアップデータの保存に要する時間の目安。

データ容量 100MB の場合、約 2分

データ容量 1GB の場合、約 22分

5

数字にカーソルを当て、

ホイールを上に回すと

数値が増え、

ホイールを下に回すと

数値が減る。

上下にある数字をクリック

でも設定可能。

バックアップ期間

バックアップ情報
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(19) 録画バックアップ画面が表示される。

USB 端子に USB メモリを差し込む。

[再読込]をクリックする。

(20) USB メモリの情報が表示される。

保存先のディレクトリを指定する。

下の例では、"Folder"というフォルダー内にバックアップデータが保存される。

(21) フォーマットで AVI を選択する。

AVI：Microsoft 開発の動画ファイル形式。Windows 環境で再生可能。

MP4：MPEG-4 規格の一部の形式。再生には対応ソフトが必要。

個人用：RAPAS という形式。再生ソフトは録画データと一緒に保存される。

(22) [バックアップ]をクリックする。
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(23) 暗号化選択画面で[暗号化なし]に丸を入れ、[OK]をクリックする。

(24) バックアップ中のプログレスが表示される。

(25) バックアアップ成功が表示され、完了。

バックアアップ成功画面内をクリックする。

(26) 画面右上の[×]をクリックし、画面を閉じる。

(27) 保存されたバックアップデータの再生[AVI の場合]

ファイル名は以下のように保存される。

カメラ名_開始日時.avi  (例)CAM1_20240301100000.avi

各々のカメラのファイルが保存される。

ファイルをダブルクリックすると、Windows Media Player、フォト、映画&テレビ、等のアプリ

ケーションで再生できる。

(28) 保存されたバックアップデータの再生[MP4 の場合]

ファイル名は以下のように保存される。

カメラ名_開始日時.mp4  (例)CAM1_20240301100000. mp4

各々のカメラのファイルが保存される。

ファイルをダブルクリックすると、Windows Media Player、フォト、映画&テレビ、等のアプリ

ケーションで再生できる。

但し、mp4 に対応したコーデックがインストールされている必要が有る。
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(29) 保存されたバックアップデータの再生[個人用の場合]

自動的に付けられたコード名のフォルダー  (例){86289D15-1905-40EC-990F-4C4600E52587}

フォルダー内のデータ(例)

ファルダを開くから、保存されたバックアップデータのフォルダを選択する。

例では{9D15-1905-40EC-990F-4C4600E52587}

プレイリストで、日付をダブルクリックする。例では 2023-11-14

再生が始まる。

RPAS.exe をダブルクリックして起動する。
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1-17 録画映像のバックアップ手順 2

(1) ログインする。

メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) メニューバーの再生をクリックする。

(4) 再生画面が表示される。

再生

時刻

日付

録画タイムバー
上：カメラ番号
左：時刻
青バー：録画されている範囲

時刻表示の調整
＋：拡大、－：縮小
12：12 時間表記、24：24 時間表記

バックアップボタン

次ボタン

スタート

Enter



34

(5) 日付を選択する。

[日付]をクリックする。カレンダーが表示される。

カレンダーで日付をクリックする。[OK]をクリックする。

(6) 開始時刻を選択する。

[時刻]をクリックする。時刻画面が表示される。

時刻設定が完了したら、[OK]をクリックする。

(7) バックアップ範囲をドラッグして選択する。

録画タイムバーで、カメラ番号、時間の範囲をドラッグして選択する。

(8) USB 端子に USB メモリーを挿入する。

前面の USB にマウスを接続している場合は背面の USB 端子に挿入する。

(9) バックアップをクリックする。

[バックアップ]ボタンをクリックし、バックアップを選択する。

0

数字にカーソルを当て、

ホイールを上に回すと

数値が増え、

ホイールを下に回すと

数値が減る。

上下にある数字をクリック

でも設定可能。
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(10) バックアップの内容が表示される。

開始時間、終了時間、期間、データ容量を確認し、[パックアップ]をクリックする。

(11) 録画バックアップ画面が表示される。

挿入した USB メモリーの情報が表示される。

保存先のフォルダを確認する。必要であれば新ファルダを作成する。

[バックアップ]をクリックする。

(12) 暗号化選択画面が表示される。

暗号化なしの丸をクリックする。

[OK]をクリックする。
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(13) バックアップ中のプログレスが表示される。

(14) バックアアップ成功が表示され、完了。

バックアアップ成功画面内をクリックする。

(15) 完了。

画面右下の[×次]をクリックする。

ライブ映像画面に戻る。
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1-18 保存されたバックアップデータの再生

(1) 形式 AVI の場合

ファイル名は以下のように保存される。

カメラ名_開始日時.avi  (例)CAM1_20240301100000.avi

各々のカメラのファイルが保存される。

ファイルをダブルクリックすると、Windows Media Player、フォト、映画&テレビ、等のアプリ

ケーションで再生できる。

(2) 形式 MP4 の場合

ファイル名は以下のように保存される。

カメラ名_開始日時.mp4  (例)CAM1_20240301100000. mp4

各々のカメラのファイルが保存される。

ファイルをダブルクリックすると、Windows Media Player、フォト、映画&テレビ、等のアプリ

ケーションで再生できる。

但し、mp4 に対応したコーデックがインストールされている必要が有る。

(3) 形式個人用の場合

自動的に付けられたコード名のフォルダー  (例){86289D15-1905-40EC-990F-4C4600E52587}

と RPAS.zip が保存される。

RPAS.zip を解凍すると RPAS フォルダーができる。

下図はフォルダー内のデータ(例)

RPAS.exe をダブルクリックして再生ようアプリケーションを起動する。
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ファルダを開くから、保存されたバックアップデータのフォルダを選択する。

例では{9D15-1905-40EC-990F-4C4600E52587}

プレイリストで、日付をダブルクリックする。例では 2023-11-14

再生が始まる。

アイコンの上にカーソルを置くと、説明が表示されるので、それを参照し再生の操作を行う。

右上×をクリックし終了する。
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1-19 USB メモリーをフォーマットする

(1) 予め USB メモリーを USB 端子に挿入しておく。

(2) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(3) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(4) スタートボタンをクリックし[設定]を選択する。

(5) 設定メニューの HDD 管理をクリックする。

スタート

Enter
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(6) HDD 管理画面が開く。

(7) HDD リストの中の UDisk-1 の行をクリックする。行の色が反転する。

(8) [初期化]をクリックする。

(9) 質問画面が示される。[OK]をクリックする。

(10) 管理者権限認証画面が表示される。

パスワードを入力し、[今すぐフォーマット]をクリックする。

(11) 更新中の画面が表示される。この画面が消えたら完了。

(12) 右クリックし、HDD 管理画面を閉じる。

(13) 右クリックし、設定メニュー画面を閉じる。
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1-20 レコーダーの時刻設定

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) スタートボタンをクリックし[設定]を選択する。

(4) 設定メニューのシステム一般をクリックする。

スタート

Enter
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(5) システム一般設定画面が表示される。

(6) 日時設定をクリックする。

(7) システム時間の入力欄をクリックする。

(8) 時刻画面が表示される。

中段のグレーの日時を設定する。

上側の数字をクリックすると、数値が減る。下側の数字をクリックすると、数値が増える。

時刻設定が完了したら、[OK]をクリックする。時刻画面が閉じる。

(9) 日時設定画面右下の適用をクリックする。

(10) 質問メッセージが表示される。OK をクリックする。

(11) 更新中メッセージが表示される。

適用完了まで、1 分程度掛かる。完了したらメッセージが閉じる。
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1-21 自動ログアウト時間の設定

自動ログアウトとは、操作を行わないで、予め設定した時間が経過すると、自動的にログアウ

トする。

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) スタートボタンをクリックし[設定]を選択する。

(4) 設定メニューのシステム一般をクリックする。

スタート

Enter
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(5) システム一般設定画面が開く。

(6) 自動ログアウトにチェックを入れると、待機時間で設定した時間経過後ログアウトする。

チェックを外すと、自動ログアウトしない。

待機時間の設定は、10、30 秒、1、2、3、5、10 分から選択可能。

(7) 設定が完了したら、適用ボタンをクリックする。

(8) 画面右上の×をクリックし、システム一般設定画面を閉じる。

(9) 設定メニュー以外の場所をクリックし、設定メニューを閉じる。
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1-22 4K の解像度を 2K の解像度に戻す

4K の解像度の映像は、2K(Full HD)対応のモニターには表示できない。

解像度が 4K に切替ってしまい、モニターに映像が表示されなくなった場合は、以下の手順で

復旧させる。

(1) 画面、無表示の状態で、マウスを右クリックで長押しする。６秒程度。

ブザーが鳴ったら放す。

(2) 解像度が 1024x768 に変わり映像が表示される。

サイズを自動調整するモニターの場合は、画面一杯に表示されるため、正常に表示されている

ように見えるが、解像度は 1920x1080 の Full HD にはなっていない。

(3) 解像度が 1024x768 の状態で、マウスを右クリックで長押しする。６秒程度。

ブザーが鳴ったら放す。

(4) 解像度が 1280x1024 に変わり映像が表示される。

サイズを自動調整するモニターの場合は、画面一杯に表示されるため、正常に表示されている

ように見えるが、解像度は 1920x1080 の Full HD にはなっていない。
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(5) 解像度が 1280x1024 の状態で、マウスを右クリックで長押しする。６秒程度。

ブザーが鳴ったら放す。

(6) 解像度が 1920x1080 に変わり映像が正常に表示される。

(7) 完了
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1-23 4K の解像度を 2K の解像度に戻す(2)

(1) 4K の解像度の映像は、2K,Full HD 対応のモニターには表示できない。

(2) 画面、無表示の状態で、マウスを右クリックで長押しする。６秒程度。

ブザーが鳴ったら放す。

(3) 解像度が 1024x768 に変わり映像が表示される。

(4) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(5) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

スタート

Enter
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(6) スタートボタンをクリックし[設定]を選択する。

(7) 設定メニューのシステム一般をクリックする。

(8) システム・一般・一般設定の画面が表示される。
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(9) メイン出力の解像度に 1920x1080 を選択する。

適用をクリックする。

(10) 1920x1080 の解像度で画面が表示される。

(11) ディスプレー設定画面が表示されるので、変更保存をクリックする。

(12) 設定完了。
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1-24 HDD の状態を確認する

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) スタートボタンをクリックし[設定]を選択する。

(4) 設定メニューの HDD/HDD 管理をクリックする。

スタート

Enter
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(5) HDD/HDD 管理/HDD 設定画面が表示される。

項目 上図サンプルの表示 説明

HDD HDD1, HDD2 HDD1:SATA1 に接続、HDD2:SATA2 に接続

空き容量/総容量(GB) 0/372(GB) 空き容量は 0(GB)で上書き保存している

シリアル No. ZW60JD7Z,ZW60A039

HDD モデル ST4000CX016-3CV104

状態 RW(暗号化なし) Read Write

タイプ
オーディナリーディ

スク
普通のディスク

上書き保存 オン
HDD 容量がなくなると一番古いデータから削除し

て録画を継続します。

操作 初期化 クリックすると HDD をフォーマットする

記録時間
09/06/2024～

12/10/2024
記録開始日～最新の記録日

項目の幅が狭く、情報表示が途中で切れている場合は、幅を広げる。

タイトル行上で項目境目付近にカーソルを持って行き、カーソルが になった時、ドラッグする

と項目の幅を変更できる。

右上の✖をクリックして画面を閉じる。

右クリックで設定メニューを閉じる。
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1-25 IPD-BX210、IPD ｰ PT210 のライブ映像が正常に表示されない

静止画で止まっている、画面を切り替えると画面が消える、画面が動く、のように映像が正常

に表示されない。

イベント録画とスケジュール録画の解像度が違う場合にこのような症状が出る場合がある。

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) スタートボタンをクリックし[設定]を選択する。

(4) 設定メニューの録画/画質設定をクリックする。

スタート

Enter
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(5) 画質設定のイベント録画設定の画面が表示される。

解像度が全て 1920x1080 になっていることを確認し、違う場合は 1920x1080 に設定する。

[適用]をクリックする。

(6) [スケジュール録画設定]をクリックする。スケジュール録画設定の画面が表示される。

(7) 解像度が全て 1920x1080 になっていることを確認し、違う場合は 1920x1080 に設定する。

(8) [適用]をクリックする。

(9) 右上の✖をクリックして画面を閉じる。

(10) 右クリックで設定メニューを閉じる。
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1-26 多画面から単画面に切り替えた時に、直ぐに映像が表示されない

カメラの設定で Smart Codec が On になっている場合にこの現象が発生する場合がある。

(1) PC をカメラの LAN に接続する。

(2) ブラウザーでカメラに接続し、カメラの設定画面を開く。

Setting/Video/VIdeo を開く。

(3) Smart Codec を Off にする。

(4) [Save]をクリックする。

(5) Logout し、ブラウザーを閉じる。
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1-27 再起動すると動き検出が OFF になる

レコーダーを再起動すると、動き検出は初期値の OFF に戻ってしまう。

ON にするには再設定する。

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。

[ログイン]をクリックする。

  

(3) スタートボタンをクリックし[設定]を選択する。

(4) 設定メニューのカメラ/動体検知をクリックする。

スタート

Enter
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(5) カメラ/動体検知の画面が表示される。

(6) 動体検知をオンにする。

(7) [適用]をクリックする。

(8) 右上の✖をクリックして画面を閉じる。

(9) 右クリックで設定メニューを閉じる。
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1-28 ライブ多画面表示で映像が遅れる、乱れる、表示されない

9 分割、16 分割のライブ表示のとき、映像が遅れる、極彩色の乱れた画面になる、映像が消え

る状態になる。

高解像度の映像を同時に表示しようとして、表示能力を超えているため、サブストリームの解

像度、ビットレートを下げる。

(1) ログインする。

画面下部メニューバー左端のスタートボタンをクリックする。

ログインを選択する。(ログアウトと表示されている場合は既にログイン済み。)

   

(2) パスワード入力

ログイン画面のパスワード表示にチェックを入れる。(入力ミスを防ぐため。)

パスワード入力欄をクリックすると、キーボードが表示される。

パスワードを入力する。パスワード初期値は「admin123」。

パスワードを入力後、[Enter]をクリックする。[ログイン]をクリックする。

  

(3) スタートボタンをクリックし[設定]を選択する。

(4) 設定メニューのネットワークをクリックする。

スタート

Enter
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(5) 左の列でストリーム設定をクリックし、ネットワークストリーム設定画面を表示する。

(6) 解像度を 352x240、ビットレートを 512Kbps に設定する。

9 分割、16 分割ではこの程度の設定で十分。

(7) [適用]をクリックする。

(8) 右上の✖をクリックして画面を閉じる。

(9) 右クリックで設定メニューを閉じる。
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1-29 記録時間

INR-1208P INR-1208P

HDD容量 4TB HDD容量 4TB

ビットレート 1,024kbs ビットレート 2,048kbs

記録効率 0.957 記録効率 0.957

カメラ台数 記録日数 記録時間 カメラ台数 記録日数 記録時間

8 43 日 1,038 時間 8 21 日 519 時間

6 57 日 1,384 時間 6 28 日 692 時間

4 86 日 2,076 時間 4 43 日 1,038 時間

2 173 日 4,153 時間 2 86 日 2,076 時間

INR-1216P INR-1216P

HDD容量 8TB HDD容量 8TB

ビットレート 1,024kbs ビットレート 2,048kbs

記録効率 0.957 記録効率 0.957

カメラ台数 記録日数 記録時間 カメラ台数 記録日数 記録時間

16 43 日 1,038 時間 16 21 日 519 時間

14 49 日 1,186 時間 14 24 日 593 時間

12 57 日 1,384 時間 12 28 日 692 時間

10 69 日 1,661 時間 10 34 日 830 時間

8 86 日 2,076 時間 8 43 日 1,038 時間

6 115 日 2,769 時間 6 57 日 1,384 時間

4 173 日 4,153 時間 4 86 日 2,076 時間

2 346 日 8,307 時間 2 173 日 4,153 時間
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